
１
日
４
便
（
１
往
３
復
）
と
し
て
更
に
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
泉
線
１
日
５
往
復
10
便
の
運
行

区
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
路
線
を
廃
止
の

う
え
、
新
た
に
通
学
や
通
勤
、
利
用
者
数
が

多
い
健
康
推
進
バ
ス
、
新
ひ
だ
か
町
静
内
地

区
医
療
機
関
送
迎
な
ど
の
利
用
機
能
を
付
加

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、
新
年
度
４
月

１
日
か
ら
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
運
行
に
つ
い
て
、
通
学
通
勤
便
と

し
て
、
市
街
地
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
及
び
道
南
バ

ス
と
接
続
す
る
朝
１
便
、
夕
方
２
便
で
、
そ

れ
ぞ
れ
往
路
及
び
復
路
に
も
乗
車
を
可
能
と

し
ま
す
の
で
３
往
復
６
便
と
な
り
、
こ
れ
を

車
両
２
台
で
２
路
線
運
行
し
ま
す
。
な
お
、

日
曜
日
と
年
末
年
始
は
運
休
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
曜
日
限
定
便
と
し
て
、
現
道
南
バ
ス
泉

線
の
運
行
経
路
に
よ
り
、
市
街
地
に
お
い
て

Ｊ
Ｒ
及
び
道
南
バ
ス
と
接
続
す
る
朝
１
便
、

夕
方
１
便
で
、
そ
れ
ぞ
れ
往
路
及
び
復
路
に

も
乗
車
を
可
能
と
し
ま
す
の
で
２
往
復
４
便

を
運
行
し
ま
す
。

現
行
の
健
康
推
進
バ
ス
機
能
を
保
持
し
た

便
と
し
て
、
運
行
経
路
は
現
状
の
ま
ま
新
冠
温

泉
発
着
で
、
こ
れ
ま
で
３
地
区
で
週
２
日
で

あ
っ
た
も
の
を
、
車
両
２
台
の
運
行
に
よ
り
週

４
日
に
増
や
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
往
路
及

び
復
路
に
も
乗
車
を
可
能
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
利
用
対
象
者
に
制
限
は
設
け
ま

せ
ん
の
で
、
町
内
外
の
ど
な
た
で
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
乗
車
料
金
は
、

一
律
２
０
０
円
で
小
人
及
び
障
害
者
は
半
額

と
し
、
町
民
に
限
定
し
て
、
75
歳
以
上
の
方

に
交
付
し
て
い
る
寿
バ
ス
券
（
無
料
バ
ス
券
）

の
適
用
、
町
内
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
温
泉

利
用
者
に
対
す
る
健
康
推
進
バ
ス
券
の
発
給

に
よ
る
無
料
化
、
通
学
生
に
対
す
る
乗
車
証

の
交
付
に
よ
る
無
料
化
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
を
対
象
と
す
る
青
少
年
バ
ス
券
の
発

給
に
よ
る
無
料
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
ほ
か
、
通
学
費
の
市
街
地

と
山
間
地
域
の
格
差
是
正
や
、
保
護
者
の
送

迎
負
担
軽
減
と
青
少
年
が
自
ら
町
内
を
移
動

し
て
社
会
活
動
な
ど
に
参
加
で
き
る
環
境
に

も
配
慮
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
ひ
だ
か
町
静
内
地
区
医
療
機

関
の
送
迎
便
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
町
民
を
対

象
に
、
健
康
推
進
バ
ス
機
能
便
の
新
冠
温
泉
か

ら
延
伸
す
る
形
で
、
無
料
で
運
行
し
ま
す
。
な

お
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
医
療
機
関
が

休
診
の
た
め
運
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

日
高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
の
操
業
開
始
に
つ

い
て日

高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
４
月

に
施
設
本
体
の
建
設
工
事
が
着
工
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
は
、
予
定
ど
お
り
工

事
が
進
め
ら
れ
、
本
年
４
月
20
日
頃
か
ら
は
、

本
体
施
設
や
各
種
設
備
等
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
の
検
査
等
を
受
け
る
な
ど
の
必
要
と
な

る
手
続
き
を
進
め
、
５
月
15
日
に
は
竣
工
式

を
執
り
行
い
、
そ
の
後
、
操
業
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
に
つ
い
て

本
交
付
金
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
策
定
す
る
地
方

版
総
合
戦
略
や
策
定
に
先
行
し
て
実
施
す
る

事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
国
が
交
付
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
版
総
合
戦

略
の
円
滑
な
策
定
と
優
良
施
策
の
実
施
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
方
創
生
先

行
型
」
と
、
地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起
や
こ

れ
に
直
接
効
果
を
有
す
る
生
活
支
援
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊

急
経
済
対
策
の
速
や
か
か
つ
着
実
な
実
行
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
」
の
二
つ
の
交
付
金
が
創
設
さ

れ
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て
執
行

さ
れ
ま
す
。

当
町
に
対
す
る
交
付
金
の
限
度
額
は
、「
地

方
創
生
先
行
型
」
が
２
７
１
７
万
２
千
円
で
、

内
１
千
万
円
が
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
費
用

に
充
当
で
き
る
限
度
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
は

１
５
６
８
万
６
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
で
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
し
て
、
若
者
の
転
出
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
都
市
圏
か
ら
の
転
入
を

促
進
す
る
こ
と
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
、
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
が
連
携
す
る

こ
と
な
ど
、
国
家
的
な
戦
略
の
も
と
２
０
６
０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
確
保
す
る
と
い

う
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
旗
印
に
、
当
町
に
お
い

て
も
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
各
種
施

策
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

去
る
１
月
７
日
に
北
海
道
を
通
過
し
た
低

気
圧
に
伴
う
波
浪
の
影
響
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
日

高
線
、
鵡
川
～
様
似
間
１
１
６
キ
ロ
の
う
ち
、

厚
賀
～
大
狩
部
区
間
に
お
い
て
護
岸
根
固
め

工
の
一
部
が
損
壊
し
、
線
路
海
側
の
盛
土
が

次
に
社
会
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
町

は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中
心
と
し
た
特
徴
あ

る
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、

レ
・
コ
ー
ド
館
は
平
成
29
年
に
開
館
か
ら
20

年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
館

運
営
の
あ
り
方
や
収
集
レ
コ
ー
ド
の
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
今
一
度
検
討
を
加
え
る

時
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
も
と
、
協
議
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
が
生
き
る
力
を
育
み
、
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
層
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

社
会
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
根
幹
を
成
す
人
口
の
確
保
に
つ
い

て
で
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
宅
地
開
発
や
住

宅
取
得
促
進
な
ど
、
居
住
基
盤
に
重
点
を
置

い
た
「
定
住
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
町
外
か
ら
の
移

住
者
増
加
に
よ
り
、
転
入
と
転
出
の
差
に
あ

た
る
社
会
減
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
一
方
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
出
生
と
死
亡

の
差
に
あ
た
る
自
然
減
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
総
体
的
に
は
人
口
減
少
が
鈍
化
し

て
い
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
引
続
き
中
古
住
宅
を
含
む
住
宅

取
得
に
対
す
る
助
成
や
、
高
齢
者
な
ど
の
持

家
か
ら
の
住
替
え
支
援
、
空
家
対
策
を
含
む

中
古
住
宅
の
流
通
活
性
化
に
取
り
組
む
と
共

に
、
昨
年
度
補
助
金
を
交
付
し
た
移
住
者
向

け
民
間
賃
貸
住
宅
と
、
本
年
５
月
か
ら
操
業

開
始
と
な
る
日
高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
従
業

員
の
町
内
居
住
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
な
ど
、

定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る
町
政
執
行

に
臨
む
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の
所
信
と
主
な
施

策
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
変
化
を
続
け
る
社
会
情
勢
下
で
、
行

政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
多
様
化
す
る
中
、

本
年
度
は
「
地
方
創
生
」
の
初
年
度
で
も
あ
り
、

地
方
は
今
ま
で
に
増
し
て
行
政
運
営
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
先
人

た
ち
の
流
し
た
汗
や
労
苦
に
よ
っ
て
発
展
し

て
き
た
私
た
ち
の
「
ま
ち
」
を
「
住
ん
で
き

て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

と
感
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち
」
づ

く
り
が
、
私
た
ち
の
最
大
の
責
務
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
あ
い
、
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く

り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
「
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」「
小
さ
い
か
ら
こ

そ
で
き
る
心
あ
た
た
か
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
並

び
に
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ん
の
特
段
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
、
平
成

27
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

宮
城
県
山
元
町
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

宮
城
県
山
元
町
へ
の
職
員
の
派
遣
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
２
名
の
職
員
を
派

遣
し
復
興
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
支
援
に
対
し
、
平
成
25
年
５
月
宮
城
県
知

事
よ
り
感
謝
状
が
新
冠
町
に
贈
呈
さ
れ
る

な
ど
当
町
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
の

深
い
謝
意
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

山
元
町
長
よ
り
復
興
に
従
事
す
る
職
員
の

不
足
に
つ
い
て
、
そ
の
窮
状
と
支
援
を
求
め

る
旨
の
依
頼
が
あ
り
、
再
度
職
員
の
派
遣
を

決
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
対
し
特
産
品
を
お
贈
り

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
２
月
末
時
点
で
、

納
税
者
３
３
４
０
人
、
納
税
額
４
千
万
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
産
業
振
興
と
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
行
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

道
南
バ
ス
泉
線
廃
止
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
開
始
に
つ
い
て

町
で
は
平
成
21
年
２
月
に
、
法
律
に
基
づ

く
「
新
冠
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
設
置
し
、
町
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
利
便
性
が
高
く
、
効
率

的
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
西
新
冠
地
区
に
お

い
て
既
存
の
道
南
バ
ス
路
線
１
日
２
便
（
１

往
復
）
を
廃
止
の
う
え
、
新
た
に
自
宅
送
迎

型
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
運
行
バ
ス
）
１

日
３
便
（
１
往
２
復
）
を
独
自
に
運
行
し
、

利
用
者
数
は
以
前
の
３
倍
、
運
行
経
費
は
約

３
割
削
減
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す

し
、
新
年
度
か
ら
は
、
運
行
を
１
便
増
や
し
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また、年度内に何度でも申込み可能となっております。

【ご注意】

※ご寄附者様の住所・電話番号・お名前などの個人情報を特典協力企業へ提供させていただきますのでご了承

くださ

　　　新冠町では町外の方から１万円以上のご寄附をいただいた際に、感謝の気持ちとして

　　　１万円のご寄附につき１口の特典を差し上げます。

　　　２口（２万円のご寄附）の特典もご用意しております。３万円以上のご寄附の場合は、１口の特典と２口

　　　の特典の組み合わせや、１口の特典や２口の特典のみのご希望も可能です。

町外から１万円以上ご寄附をいただいた皆さまへ新冠町の特産品を差し上げます！

新冠町

ふるさと納税特典カタログ

　　ください。

※旬の時期がある特産品等については、発送可能期間以降の申込みについては、翌年の発送可能月に送付と

　　なります。通年発送の品は随時発送いたします。

※特典の写真については実際の品物を撮影したものですが、実物とは多少印象が異なる場合がありますのでご

　　了承ください。

※新冠町の魅力を町外にＰＲする観点から、特典の送付は町外からのご寄附者様のみを対象とさせていただきます。

む
す
び
に

本格運行が始まったコミュニティバス

ふるさと納税のカタログ

建設工事が進む日高食肉流通センター

議　会
-第１回定例会 -

　３月４日に招集された第４回定例町議会は、12 日、

全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、小竹町長、杉本教育長の行政報告、補正

予算などが審議されました。町長と教育長の行政報告

(抜粋 )について、お知らせします。

町
長
行
政
報
告

第１回定例会
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